










要約:1986 年～1990年の 5年間に三重県内で出産した産褥婦のうち、産後 3ヵ月以内に入

院した産後精神障害の症例を三重県内にあるすべての精神病院と医院で調査し、

RDC(Research Diagnostic Criteira)を用いて診断し、その出現頻度を調査した。その結

果、三重県の年間出生数に対する産後精神障害の入院頻度は出生数 1000 に対して年間平

均 0.34 人であった。診断別には精神分裂病が約 25%、分裂一感情病と定型うつ病が約 30%

を占めた。発病から入院までの期間については、産後 1 ヵ月以内が 36%、産後 3 ヵ月以内

が 73%であったが、産後 3 ヵ月以上を経過して入院に至った症例が 27%に観察された。発

病回数と出産回数の関連では、初産でしかも初発の症例が半数を占めた。産後精神病の出

生数 1000 対出現率は、同じ方法を用いた欧米の調査(1.8-2.2/1000)といわれ、わが国の

出現頻度は低いことが示唆された


